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宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
４
０
回 

 水
呑
宿
と
玉
置
山
頂
に
靡
看
板
設
置 

（
玉
置
山
は
旧
松
平
集
落
経
由
で
） 

 

◇ 

実
施
日
； 

７
月
２
５
日
（
日
） 

晴 

◇ 

参
加
者
； 

沖
崎
吉
信
、
橋
本
梓
、
山
本
恭
正
、
生
熊
千
満
子
、
大
江
加

予
子
、
畑
林
清
子
、
梶
野
照
雄
、
高
橋
桂
太
、
大
門
健
一
、

瀧
本
昭
太
郎
、
島
本
真
澄
、
斎
藤
和
美 

 

靡
看
板
の
設
置
も
残
す
所
、
太
古
の
辻
付
近
の
「
大
日
岳
」「
聖
天
の
森
」 

「
五
角
仙
」「
蘇
莫
岳
」
の
４
ヶ
所
と
、
今
回
設
置
し
た
「
玉
置
山
」「
水
呑
宿
」 

の
計
６
ヶ
所
に
な
っ
た
。 

玉
置
山
と
水
呑
宿
を
早
く
済
ま
せ
た
い
と
思
い
、
５
月
頃
か
ら
計
画
を
し
て
い 

た
が
、
こ
と
ご
と
く
雨
で
３
回
の
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
や
っ
と
本
日
実
行 

す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

午
前
９
時
少
し
前
、
集
合
場
所
の
玉
置
辻
に
全
員
が
揃
う
。
今
日
は
遠
路
兵 

庫
県
の
西
宮
市
か
ら
大
門
さ
ん
、
奈
良
市
か
ら
は
高
橋
君
、
そ
し
て
和
歌
山
市 

か
ら
瀧
本
、
島
本
、
斎
藤
さ
ん
の
お
三
方
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。 

沖
崎
よ
り
本
日
の
予
定
を
説
明
し
、
ま
ず
は
水
吞
宿
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。 

 

森
沢
さ
ん
の
「
大
峯
７
５
靡
」
に
は
水
呑
宿
を 

 

平
安
時
代
後
期
の
『
本
縁
起
』
や
『
諸
山
縁
起
』
に
あ
ら
わ
れ
、
八
大
金
剛
童 

子
の
う
ち
雲
自
在
仏
を
本
地
と
す
る
慈
悲
童
子
の
所
在
地
で
あ
る
と
さ
れ
た 

重
要
な
宿
所
で
あ
る
。「
水
呑
ノ
護
摩
堂
ノ
背
ハ
、
善
女
竜
王
ノ
住
処
也
」
と 

の
伝
承
も
あ
る
。
熊
野
三
山
を
中
心
と
す
る
熊
野
の
修
験
者
が
こ
こ
に
滞
在
し 

て
修
行
し
た
宿
所
で
、
中
世
に
は
百
日
間
の
順
峰
修
行
の
内
七
日
間
を
こ
こ
に 

逗
留
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
今
は
涸
れ
て
い
る
が
昔
は
清
水
に
恵
ま
れ
、 

尾
根
一
つ
越
え
た
紀
州
の
篠
尾
村
の
支
援
を
得
て
物
資
補
給
が
な
さ
れ
た
こ 

と
が
、
宿
の
栄
え
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 

 

と
記
載
し
て
い
る
。  

 
 
 

 

水
呑
宿
分
岐 

 
 
 
 

 

水
呑
宿
に
到
着 

 
 
 
 

 
 

周
り
を
清
掃 

 

玉
置
辻
か
ら
奥
駈
道
を
少
し
歩
き
、
寛
延
四
年
の
石
柱
道
標
が
有
る
分
岐
を 

右
に
入
る
。
分
岐
か
ら
水
呑
宿
ま
で
は
お
よ
そ
２
０
分
、
下
る
に
つ
れ
て
道
が 

不
明
瞭
な
個
所
や
ガ
レ
た
ト
ラ
バ
ー
ス
な
ど
が
現
れ
、
慎
重
に
歩
を
進
め
る
。 

 
一
時
間
弱
で
水
呑
宿
に
到
着
、
手
入
れ
さ
れ
た
杉
林
の
中
の
平
坦
地
で
、
な 

か
な
か
雰
囲
気
の
良
い
場
所
だ
。 

靡
の
多
く
は
碑
伝
が
置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
石
碑
や
遺
構
は
無
い
と
こ
ろ
が 

殆
ど
だ
が
、
こ
こ
に
は
高
野
山
大
学
の
「
水
呑
宿 

真
済
僧
正
遺
跡
」
の
碑
や 

天
台
寺
門
宗
東
海
寺
門
会
が
立
て
た
「
善
女
竜
王
」「
金
剛
慈
悲
童
子
」
な
ど 



の
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

奥
駈
道
か
ら
水
呑
宿
ま
で
の
道
中
、
３
本
の
石
道
標
と
併
せ
て
平
成
１
５
年 

浅
井
證
善
氏
が
中
心
と
な
っ
て
建
立
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 

靡
看
板
を
立
て
る 

 
 

 
 

 

全
員
で
勤
行 

 
 
 

 

本
日
の
参
加
者 

石
碑
周
辺
に
散
ら
ば
る
枯
れ
枝
を
掃
除
し
、
全
員
で
勤
行
し
て
玉
置
辻
に
戻
る
。 

帰
り
道
、
数
カ
所
に
テ
ー
プ
で
印
を
つ
け
て
道
を
判
り
や
す
く
し
た
。 

 

玉
置
辻
に
戻
っ
て
小
休
止
し
、
旧
松
平
集
落
跡
に
向
か
う
。
奥
駈
道
の
東
側 

に
伸
び
る
林
道
を
２
０
分
ほ
ど
歩
く
と
左
斜
面
に
赤
い
鉄
階
段
が
架
か
っ
て 

い
る
。
こ
こ
が
玉
置
山
へ
の
登
り
口
だ
が
、
そ
の
先
２
０
０
ｍ
ほ
ど
で
広
場
の 

よ
う
な
場
所
に
着
く
。
こ
の
広
場
の
上
方
に
旧
松
平
集
落
跡
が
あ
る
。
右
側
の 

斜
面
に
は
木
の
階
段
が
付
け
ら
れ
、
玉
置
川
か
ら
登
っ
て
く
る
近
畿
自
然
歩
道 

に
な
っ
て
い
る
。 

ミ
ツ
マ
タ
が
茂
り
上
方
の
見
通
し
は
悪
い
が
、
連
な
っ
た
石
垣
が
木
々
の
間
に 

確
認
で
き
る
。 

十
津
川
村
１
０
０
年
の
年
表
に
は
、
こ
こ
松
平
集
落
は
１
８
０
１
年 

（
江
戸
時
代 

享
和
元
年
）
に
「
玉
置
神
社
は
深
山
に
あ
り
万
事
不
便
で
あ
る

た
め
『
松
平
』
を
開
き
、
人
戸
を
樹
て
神
社
に
付
属
せ
し
め
て
祭
典
そ
の
他
の

用
途
に
充
て
る
こ
と
と
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

登
り
口
の
鉄
階
段 

 
 

松
平
集
落
跡
の
下
に
着
く 

 
 
 

 

石
垣
が
残
る 

 
 

 
 

 

玉
置
社
僧
墓 

 
 
 
 

 
 

供
養
塔 

 
 
 

 
 
 

 

鉄
階
段
に
戻
る 



沖
崎
、
梶
野
、
山
本
、
高
橋
の
４
人
で
石
垣
の
残
る
場
所
ま
で
登
り
、
玉
置
社

（
玉
置
神
社
）
の
僧
墓
な
ど
を
見
て
回
っ
た
。
１
５
分
ほ
ど
で
林
道
に
戻
っ
た

が
、
山
本
君
が
下
る
途
中
で
携
帯
電
話
を
落
と
し
た
と
騒
ぎ
に
な
り
、
全
員
で

あ
ち
こ
ち
探
し
回
っ
た
。
３
０
分
ち
ょ
っ
と
探
し
続
け
た
が
、
林
道
の
す
ぐ
上

で
落
と
し
た
本
人
が
見
つ
け
て
事
な
き
を
得
た
。 

 
 

 
 

 

登
り
だ
す 

 
 

 
 
 

社
務
所
裏
側
に
出
る 

 
 
 

 

社
務
所
で
歓
談 

鉄
階
段
ま
で
戻
っ
て
昼
食
を
摂
る
。
食
後
少
し
雨
が
降
り
出
し
た
が
１
０
分
位

で
止
み
階
段
を
登
っ
て
玉
置
神
社
に
向
か
う
。 

 

こ
の
道
は
１
０
年
以
上
前
に
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
歩
い
て 

お
ら
ず
、
登
山
者
が
通
過
す
る
こ
と
も
無
い
と
思
う
の
で
登
山
道
の
状
態
が
心 

配
だ
っ
た
が
、
一
ヶ
所
の
倒
木
を
除
い
て
特
段
の
問
題
は
無
か
っ
た
。 

神
社
下
の
大
杉
の
中
を
歩
き
、
社
務
所
の
裏
に
登
り
着
く
。
鉄
階
段
か
ら
は
お 

よ
そ
３
０
分
の
道
程
だ
。
社
務
所
を
回
り
込
ん
で
本
殿
の
前
に
出
る
。
今
年
２ 

月
、
竹
筒
北
側
の
玉
置
神
社
第
一
の
鳥
居
を
訪
問
し
た
が
、
今
日
の
ル
ー
ト
は 

第
一
の
鳥
居
か
ら
続
き
の
道
で
、
ま
さ
し
く
表
参
道
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

本
殿 

 
 
 
 

玉
置
山
山
頂
に
靡
看
板
設
置 

 
 
 

 

玉
置
辻
に
標
識 

社
務
所
で
江
頭
君
と
談
話
し
、
少
々
お
疲
れ
の
瀧
本
、
島
本
の
２
名
を
残
し 

玉
置
山
に
登
っ
て
山
頂
に
靡
看
板
を
設
置
し
た
。 

 

玉
置
神
社
に
再
び
降
り
、
全
員
で
奥
駈
道
を
歩
い
て
玉
置
辻
に
向
か
う
。 

玉
置
辻
に
「
玉
置
辻
」
と
表
記
さ
れ
た
も
の
が
無
か
っ
た
の
で
、
村
道
を
渡
っ 

た
西
側
に
標
識
を
立
て
て
本
日
の
作
業
は
す
べ
て
完
了
し
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 

  

行
動
タ
イ
ム 

 
玉
置
辻09

：00

→09

：25

水
呑
宿
分
岐09

：45

水
呑
宿10

：18

→11

：08

玉
置
辻11
：15

→11

：44

松
平
集
落
跡
→12

：38

鉄
階
段13

：00

→13

：33

玉
置
神
社
→14
：15

玉
置
山
→14

：55

玉
置
神
社
→15

：35

玉
置
辻 

 


